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N E W S & T O P I C S N E W S & T O P I C S N E W S & T O P I C S
　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
･
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
配
偶
者
や
恋
人
等
か
ら
の
特
に
女
性

に
対
す
る
暴
力
。
通
称
Ｄ
Ｖ
）
被
害
者

の
支
援
活
動
を
行
う
「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
か
な
が
わ
女
の
ス
ペ
ー
ス
み
ず

ら
」
が
設
立
十
周
年
を
記
念
し
、「
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、
Ｄ
Ｖ
防

止
法
）
を
テ
ー
マ
に
、「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
を

ど
う
活
か
す
か
！
〜
シ
ェ
ル
タ
ー
･
女

た
ち
の
危
機
〜
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
、
四
月
十
九
日
に
ワ
ー
ク
ピ
ア

横
浜（
横
浜
市
中
区
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
は
こ
れ
ま
で
当
事
者
間
の
�
個

人
的
な
問
題
�
と
捉
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
十
月
に
施
行
さ
れ
た
「
Ｄ

Ｖ
防
止
法
」
で
は
、
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
行
為

で
あ
り
、
人
権
侵
害
に
あ
た
る
と
明
確

に
位
置
付
け
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
大
学
教
授
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
、

Ｄ
Ｖ
に
対
す
る
人
々
の
「
他
人
が
踏
み

込
め
な
い
も
の
」
と
い
う
意
識
の
あ
り

方
や
、
シ
ェ
ル
タ
ー
（
緊
急
一
時
保
護

所
）
運
営
の
厳
し
い
実
情
等
に
つ
い
て

問
題
提
起
を
し
、「
法
が
で
き
た
の
は

大
き
な
こ
と
だ
が
、
始
め
の
一
歩
で
も

あ
る
。
こ
れ
か
ら
Ｄ
Ｖ
防
止
法
を
現
実

的
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
法

に
沿
い
な
が
ら
当
事
者
の
声
を
聞
き
、問

題
点
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
」と
今
後
の
課
題
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
た
み
ず
ら
事
務
局
長
の
阿
部
裕
子
氏

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

　
　

�　
み
ず
ら
設
立　

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催　
�

１０

ば
な
ら
ず
、
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に

加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
具
体
的
な

支
援
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
」

と
語
る
と
、
そ
の
言
葉
の
深
さ
と
重
さ

を
感
じ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
多
く
の

参
加
者
が
深
く
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
、
関
係
機
関

等
が
い
か
に
協
働
し
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の

安
全
確
保
や
自
立
支
援
を
進
め
て
い
く

か
、そ
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

（
企
画
課
）

◆
か
な
が
わ
女
の
ス
ペ
ー
ス
み
ず
ら
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な
り
、
常
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
街
の
中
や
公
共
施
設
に
案
内

板
の
設
置
し
た
り
、
簡
易
筆
談
器
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
を
常
設
す
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と

だ
と
思
う
の
に
、
環
境
が
整
備
さ
れ
な

い
の
は
、ひ
と
え
に
私
た
ち
が
声
を
上
げ

て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。世

の
中
が
変
る
の
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で

は
駄
目
で
す
。
私
た
ち
が
世
の
中
を
変

え
る
の
で
す
」
と
環
境
改
善
に
向
け
、

姿
で
参
加
で
き
る
地
域
社
会
作
り
に
向

け
、
一
様
に
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。

（
企
画
課
）
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�　
横
浜
市
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会
講
演
会
か
ら　
�

　

去
る
四
月
二
十
一
日
、
横
浜
市
健
康

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
市
中
区
）

に
お
い
て
「
横
浜
市
中
途
失
聴
・
難
聴

者
協
会
」（
略
称　
浜
難
聴
）
主
催
の
、

聴
覚
障
害
者
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す

る
講
演
会
が
、
㈱
ワ
ー
ル
ド
パ
イ
オ
ニ

ア
社
長
の
、
中
園
秀
喜
氏
を
講
師
に
迎

え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

聴
覚
を
失
い
な
が
ら
も
「
障
害
ゆ
え

に
生
ず
る
不
便
を
解
決
す
る
こ
と
で
、

必
ず
ビ
ジ
ネ
ス
は
成
立
す
る
」と
信
じ
、

十
年
前
に
聴
覚
障
害
者
の
生
活
に
役
立

つ
商
品
の
開
発
や
販
売
等
を
行
う
、
現

在
の
会
社
を
設
立
さ
れ
た
中
園
氏
。

　

講
演
は
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
、
公

共
施
設
や
病
院
、
ホ
テ
ル
等
の
障
害
者

に
対
す
る
取
り
組
み
状
況
や
、
様
々
な

機
器
や
活
用
方
法
を
紹
介
し
な
が
ら
、

聴
覚
障
害
者
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え

て
い
く
形
式
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
園
氏
は
「
車
イ
ス
の
方
の
た
め
の

ス
ロ
ー
プ
や
手
摺
り
、
視
覚
障
害
者
の

た
め
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
誘
導
装
置

等
、
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
社
会
に
参

加
し
て
い
く
環
境
は
徐
々
に
整
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
聴
覚
障
害
の
場

合
、
障
害
の
程
度
が
外
見
上
に
は
見
え

難
い
た
め
、認
知
や
理
解
、配
慮
が
な
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
私
た
ち

は
聞
こ
え
な
い
が
ゆ
え
に
情
報
弱
者
に

当
事
者
自

ら
が
行
動

を
起
こ
す

必
要
性
を

語
り
ま
し

た
。

　

そ
の
力

強
い
言
葉

に
参
加
者

の
多
く

は
、
あ
り

の
ま
ま
の

が
、「
Ｄ
Ｖ

被
害
者
は

十
年
間
の

活
動
を
一

緒
に
育
て

て
き
た
パ

ー
ト
ナ
ー
。

だ
が
現
状

で
は
被
害

者
で
あ
る

に
も
か
か

わ
ら
ず
、

逃
げ
、
隠

れ
な
け
れ

会場内は多くの参加者であふれシンポジストに熱い視
線が送られました

環境改善のために一人ひとりが主役になって
欲しいと語る講師の中園氏（写真右）


